
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月４日（水）に第３回学校運営協議会が開催

されました。今回は初めにセイもんスクール下半

期の取り組みについて、児童生徒代表からの報告

がありました。学校セイもんプロジェクト、地域セイ

もんプロジェクトのなかで、児童生徒一人一人が

成功体験をたくさん積み重ねてきたことを、直接

お伝えできました。次に生徒指導・人権教育関係

の取り組みと、学校評価書について報告をし、来年度の学校経営計画・重点目標ついてご意見を

いただきました。課題として引き続き取り組むべき項目を、具体的に計画に落とし込み、しっかりと

取り組んで参ります。 

参加された委員の方より、「地域の中で連携したサポート体制ができている。」「地域協働活動

が活発になってきた。」というありがたいご意見をいただきました。また、「保護者との関係を大切

にすること」や「地域への引き継ぎを大切にすること」などのアドバイスもいただきました。全教職

員で共有していき、日々の教育活動に生かしていきたいと思います。 

 

 

 

学校評価アンケートへのご協

力ありがとうございました。アンケ

ートの回答率は８７％でした。 

すべての項目で９０％以上の

肯定的な回答をいただいていま

す。特に安全管理や給食、人権尊

重といった、学校生活の安心を守

る取り組みについて、引き続き非

常に高い評価を維持できました。評価の低かった項目は昨年度と同様で「社会生活を送る上での

必要な情報の提供」「地域の教育力の積極的な活用」「関係機関との連携」でした。将来や対外

的な連携に関わる部分で、教職員は昨年度より「できている」と感じているものの、保護者の方の

満足度に十分に達していないことが分かりました。引き続き、『セイもんスクール』を柱とする教育

児童生徒の健やかな成長を願って 
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学校評価アンケート 

第３回学校運営協議会 

          
           
   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

            

                             



活動をホームページや Facebook を利用して積極的に情報発信することはもとより、掲示板を活

用した見える化を更に進め、地域への発信も充実させていきたいと思います。また、学校運営協議

会でのご意見を参考に、「地域と共にある学校づくり」「学校を核とした地域づくり」を実現してい

きたいと思います。 

地域連携活動について

の自由記述についても、

貴重なご意見をありがと

うございました。職員間で

共有し、来年度の計画に

反映していきます。 

学校評価の詳細につき

ましては、学校評価書とし

てホームページに掲載さ

せていただきます。 

 

 

 

おもちつき体験 

（R８年２月学校セイもんプロジェクト） 

笠岡ライオンズクラブから５名の『もちつき名人』に来てもらい、今年も小学部でもちつき体験を

行いました。名人と一緒に杵と臼を使って、楽しくおもちをつきました。完成したばかりの温かいお

もちをみんなで丸めて“かがみもち”も作りました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 

保護者の方や地域の方に学校のことをご理解いただくために学校のブログや Facebook、で、

学習に様子や学校の情報を発信しています。ぜひ、ご覧ください。 

★西備支援学校 ホームページ            ★西備支援学校 Facebook 

            詳細はこちら→                      詳細はこちら→ 

ゲストティーチャーによる授業 

   

   

   

            

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

      

         

   

   

   

   

   

      

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                     

          

    

              
          
          

        
       


